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 ６月は土砂災害防止月間

災害から身を守るために
災害から身を守るためには、日頃の備えと早めの避難が重要です。

土砂災害が多発する梅雨時期における、情報収集方法や避難方法をお知らせします。

　危険箇所や避難ルートの
　　　　確認

事前に避難場所や避難ルートな
どを確認しておきましょう。
過去に浸水した所や、土砂災害
が起こりやすい所は、土砂災害ハ
ザードマップや洪水ハザードマップ
で確認することができます。このよ
うな場所はできるだけ避けて避難
しましょう。

■柳井市土砂災害ハザードマップ
http://www.city-yanai.jp/soshiki/11/
dosyasaigaihazardmap.html

■柳井市洪水ハザードマップ
http://www.city-yanai.jp/soshiki/11/
hazardmap.html

　　土砂災害警戒情報を
チェック

天気予報や注意報・警報に注意
しましょう。
警報発表時に災害の恐れが高
まった時には、テレビ・ラジオの
放送や気象庁・県のホームページ
などで土砂災害警戒情報が発表さ
れます。土砂災害警戒情報が発表
されたら、早めの避難を心がけま
しょう。

■山口県土木防災情報システム
http://y-bousai.pref.yamaguchi.jp/

■山口県土砂災害ポータル
http://d-keikai.pref.yamaguchi.lg.jp/
portal/

　災害情報をいち早くチェック

災害情報提供システムは、柳井
市・平生町・上関町の１市２町によ
る共同事業で、次の情報をインター
ネットでお知らせしています。
①災害に関する様々なお知らせ
②災害時に開設した避難所情報
③ライブカメラ映像情報
④災害関連情報サイトへのリンク
情報

■災害情報提供システム
http://www.yhk-joho.jp/

防災グッズを準備しましょう

すぐに避難できるように、土砂
災害ハザードマップの防災グッズ
チェックを参考に、防災グッズを準
備しましょう。
また、大雨などで電気や電話が
寸断されて情報収集が困難になる
おそれがあります。電池で作動する
ラジオなどを準備し、日頃から作動
確認をしておきましょう。

　　冠水した道路の通行は
避けましょう

冠水した道路は、できるだけ通行
しないようにしましょう。
やむをえず通行する際には、十分
注意してください。道路と水路の境
が見えずに、水路に落ちたり、冠
水により見えない障害物につまずい
たりして、怪我をする可能性があり
ます。

　　指定緊急避難場所と
指定避難所

避難すべき場所は、災害の種類
によって異なります。指定緊急避
難場所と指定避難所は、市危機
管理室、各出張所・連絡所や市ホー
ムページで確認しておきましょう。
また、大きな災害になると、連
絡がとれなくなる可能性があるの
で、どこへ避難するのか、事前に
家族で話し合いましょう。

■指定緊急避難場所と指定避難所
http://www.city-yanai.jp/site/
bousai/hinansho.html

　　地域で協力して
避難しましょう

日頃から、地域で協力し防災に
努めましょう。市内には地域の皆
さんが協力して防災活動を行う自
主防災組織や、防災情報の伝達を
行う自主防災連絡組織が結成され
ています。なお、市では自主防災
組織や自主防災連絡組織の結成
に対し助成しています。詳しくはお
問い合わせください。

●問い合わせ
○土砂災害全般／柳井市土砂災害
ハザードマップなど
　土木建築課
　☎�２１１１内線 224
○指定緊急避難場所と指定避難所
／自主防災組織／災害情報提供
システムなど
　危機管理室
　☎�２１１１内線 431
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■土石流
長雨などにより石や土砂を一気に下流へ押し流す。
＜前ぶれ＞
▼山鳴りや、立木の裂ける音がする
▼石のぶつかりあう音がする
▼急に川の水が濁り、流木が混ざり出す
▼腐った土の臭いがする

土砂災害や河川の決壊が発生したら

　土砂災害や河川の決壊が一度起こると、雨が止
んで河川の水量が減ったり、土砂の崩壊が止まる
まで、対策を行うことができません。
　そのような箇所を見つけたら、無理に近づこう
とせずに、市へ連絡をお願いします。

●問い合わせ
▼市土木建築課
　☎�２１１１内線２２１～２２４
▼休日・夜間
　☎�２１１６

　土砂災害は、主にがけ崩れ、地すべり、土石流
の３種類に分けられます。次の前ぶれがあった場
合には、迅速な避難を心がけましょう。

■がけ崩れ
雨水がしみ込んだ斜面が急激に崩れ落ちる。
＜前ぶれ＞
▼がけからの水が濁る
▼がけに亀裂が入る
▼小石がぱらぱらと落ちてくる
▼地下水や湧水が止まる

■地すべり
広範囲にわたり大量の土砂がゆっくりと移動する。
＜前ぶれ＞
▼地面にひび割れができる
▼沢や井戸の水が濁る
▼斜面から水がふき出す
▼家や擁壁に亀裂が入る

土砂災害警戒区域と土砂災害特別警戒区域を
１０月（予定）に指定します
山口県は、土砂災害防止法に基づく柳井市全域の基礎調査を完了し（※）、その調査結果をもとに、
本年１０月に「土砂災害警戒区域」と「土砂災害特別警戒区域」を指定する予定です（指定前に住民説明会
を開催予定）。また、これらの区域指定に伴い、警戒避難体制の整備や特定開発行為に対する許可制
など、工事によらない対策を進めます。

※県は、平成２１、２４年度に「土砂災害警戒区域」を指定しており、今回は、「土砂災害特別警戒区域」
の指定に併せて、再度、現地調査を実施しています。

土砂災害警戒区域（通称：イエローゾーン）の指定
　土砂災害のおそれがある区域であり、警戒避難体制の整備を図ることを目的として指定します。

土砂災害特別警戒区域（通称：レッドゾーン）の指定
　イエローゾーンの中でも建築物に損壊が生じ、住民に著しい危害が生じるおそれがある区域であり、

特定開発行為に対する許可制等により、区域内への住宅等の新規立地を抑制することなどを目的と
して指定します。

●問い合わせ
　県砂防課　☎０８３（９３３）３７５４　／　県柳井土木建築事務所　☎�０７１７
　市土木建築課　☎�２１１１内線２２３・２２４

土砂災害の前ぶれに注意
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平成 24年には平郡東小学校が再開し、特産のさつまいもを使った焼酎、スイーツ

づくりなども進む平郡地区に、新たに風を吹き込む「平郡島おこし協力隊（国事業名：

地域おこし協力隊）」の隊員をご紹介します。

ご存知ですか

平郡島おこし協力隊

島を身近に感じてもらえれば

初めまして！４月から平郡島おこし協力隊として活動しています。
大学卒業後は東京で地域福祉に関わる仕事をしていましたが、「地元山
口に帰りたい。地元の役に立ちたい。」という思いが強くなり、この度
の協力隊募集に応募しました。

島に来て早や２か月。綺麗な海、豊かな山々はもちろん、島の方々
のあたたかい人柄も平郡の魅力だと感じています。そんな平郡の様子
を Facebook やブログで日々更新しています。ぜひ島を身近に感じて
いただけると嬉しいです。

島おこし協力隊の活動を見ることができます

島の話題や協力隊員の活動な
どが満載。島の隠れた魅力が
発見できます。

○物語が始まる島 平郡島
　Facebook

　	 https://www.facebook.com/
heigunstory

○物語が始まる島 平郡島
　　　　　　　　　　  ブログ
　	http://ameblo.jp/heigunstory

◀ Facebook の画面
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て
い
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。

URL

URL
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島の自然とともに、島で暮らし、島で働く

平郡島おこし協力隊員を募集しています

詳しくは
　http://www.city-yanai.jp/soshiki/3/chiiki-okoshi-kyoryokutai.html
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世界各国のスカウトたちが、県内の全ての市町を
訪問します

　ジャンボリーは、次代を担う青少年の国際理解を深める
とともに、本市の魅力を世界に発信する絶好の機会となり
ます。
　８月１日（土）、６日（木）には、地域プログラムとして約
１, ０００人のスカウトを柳井市が受け入れ、フラワーラン
ド施設見学、市内小中高等学校訪問などを通して交流を深
める予定です。

●問い合わせ
　生涯学習・スポーツ推進課　☎�２１１１内線３３１

 平成２７年夏　
世界スカウトジャンボリーが
やってくる

「ジャンボリー」は、４年に１度開かれるボーイスカウトの大会
で、野外活動等をしながら国内外の仲間と体験を共有します。
第２３回世界スカウトジャンボリーは、「和～ spirit of unity」を
テーマに、環境・平和・科学・技術や文化など、日本ならではの
プログラムが山口市きらら浜を中心に開催されます。

○募集期限　７月１７日（金）まで

○活動内容　「地域の夢プラン」の実現による地
域力の維持・強化支援

○報酬　月額１６４，３００円
●問い合わせ
　政策企画課　☎�２１１１内線４７２

URL

ボーイスカウトとは
ボーイスカウトは、仲

間たちとの野外活動を通
じての、心身ともに健全
な青少年の育成を目指し
た社会教育活動です。
1907年にイギリスで始
まり、現在では161の国
と地域で 3,000 万人以
上、国内では約 15 万人
が活動しています。
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市
民
と
市
長
と
気
楽
に
ト
ー
ク

　
　
　
　
（
無
料
・
予
約
不
要
）

■
定
例
開
催（
申
込
不
要
）

○
直
近
の
日
時
／
開
催
場
所

　

各
18
時
30
分
～
20
時
（
平
郡
地

区
を
除
く
）

▼
６
月
30
日
㈫
／
伊
陸
公
民
館

▼
７
月
２
日
㈭
／
阿
月
公
民
館

▼
７
月
７
日
㈫
／
新
庄
公
民
館

▼
７
月
９
日
㈭

　

10
時
30
分
～
11
時
30
時
／
平
郡

東
公
民
館

　

13
時
～
14
時
／
平
郡
西
集
会
所

■
随
時
開
催　

３
人
以
上
の
グ
ル
ー

プ
や
団
体
等
か
ら
の
申
し
込
み

に
よ
っ
て
開
催
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

政
策
企
画
課

　

☎
�
２
１
１
１
内
線
471

６
月
23
日
㊋
～
29
日
月
は
　
　

　
　
　
　
男
女
共
同
参
画
週
間

○
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

　
地
域
力
×
女
性
力

　
　
　
　
　
　

＝
無
限
大
の
未
来

●
問
い
合
わ
せ

　

政
策
企
画
課

　
☎
�
２
１
１
１
内
線
471

　

市
民
生
活
課

　

☎
�
２
１
１
１
内
線
166

省
エ
ネ
・
節
電
等
に
向
け
た 

　

エ
コ
ス
タ
イ
ル
・
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン︵
前
期
︶+ 

　
　

C
O
2
削
減
県
民
運
動

県
で
は
、
C
O
2
を
削
減
し
、

地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
市
で
は
、﹁
エ
コ

オ
フ
ィ
ス
プ
ラ
ン
﹂
に
基
づ
き
、

業
務
全
般
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
削
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

○
実
施
期
間　

９
月
30
日
㈬
ま
で

○
エ
コ
ス
タ
イ
ル

▼
ク
ー
ル
ビ
ズ
に
し
よ
う

▼
冷
房
を
使
う
と
き
の
設
定
温
度

は
28
℃
に
し
よ
う

▼
緑
の
カ
ー
テ
ン
を
設
置
し
よ
う

○
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

▼
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル
操
作
で
発

進
し
よ
う　

▼
駐
停
車
時
は
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を

ス
ト
ッ
プ
し
よ
う

▼
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
運
動
の
取
組
を

強
化
し
て
実
施
し
よ
う

○
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン

▼
事
業
所
や
家
庭
に
お
い
て
可
能

な
範
囲
で
照
明
を
消
灯
し
よ
う

●
問
い
合
わ
せ

　

県
環
境
政
策
課

　

☎
０
８
３（
９
３
３
）２
６
９
０

６
月
は﹁
環
境
月
間
﹂﹁
住
環
境

衛
生
推
進
月
間
﹂で
す

○
６
月
は﹁
環
境
月
間
﹂

国
連
は
６
月
５
日
㈮
を
﹁
世
界

環
境
デ
ー
﹂
と
定
め
て
お
り
、
日

本
で
も
同
日
を﹁
環
境
の
日
﹂と
し

て
い
ま
す
。
日
常
生
活
や
事
業
活

動
で
環
境
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

○
ね
ず
み
・
衛
生
害
虫
の
防
除
を
！

ゴ
キ
ブ
リ
な
ど
の
衛
生
害
虫
は

気
温
の
上
昇
と
と
も
に
活
動
が
活

発
に
な
り
ま
す
。
衛
生
害
虫
は
存

在
自
体
が
不
快
感
を
与
え
る
だ
け

で
な
く
、
公
衆
衛
生
の
面
か
ら
も

駆
除
が
必
要
で
す
。
駆
除
の
際
、

薬
剤
を
使
用
す
る
場
合
は
、
使
用

上
の
注
意
を
守
り
、
安
全
に
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
換
気
に
ご
注
意
を
！

気
温
が
高
い
時
期
、
特
に
、
新

築
、
改
築
、
改
装
後
の
建
物
は
、

換
気
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

建
物
の
気
密
性
が
高
く
な
っ
た

こ
と
や
化
学
物
質
を
放
散
す
る
建

材
や
内
装
材
が
使
用
さ
れ
る
こ
と

で
、
室
内
空
気
汚
染
を
生
じ
体
調

不
良
を
訴
え
る
事
例
が
起
き
て
い

ま
す
。
夏
季
は
放
散
量
が
増
大
し

や
す
い
た
め
、
十
分
に
換
気
を
し

ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

交通安全スローガン
  ルールむし　しん号むしは　わるいむし

交通事故情報（平成 27 年 5 月 31 日現在）

人身
事故 死者 負傷者

5月発生状況 13 件 0 人 16 人

累計
平成 27年 61 件 0 人 76 人
前年対比 +11 件 -2 人 +19 人
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昨年「にこにこ運動教室」に参加し、
お手元に「ライフコーダ」をお持ちの皆様へ（お願い）

昨年、にこにこ運動教室で使用したライフコーダは、運動
継続を応援するため、福岡大学身体活動研究所のご厚意でお
借りしていたものです。
お手数をおかけしますが、６月末までに

市保健センターへご返却くださいますよう
お願いします。

●問い合わせ　市保健センター　☎�１１９０

※
65
歳
以
上
で
対
象
と
判
断
し
た

人
は
申
請
を
省
略
し
、
受
給
者

証
を
６
月
末
に
郵
送
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

　

市
社
会
福
祉
課

　

☎
�
２
１
１
１
内
線
183

差
押
不
動
産
の　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

公
売
を
実
施
し
ま
す

○
公
売
不
動
産
の
表
示（
種
別
／
所

在
地
／
地
目
／
面
積
）

▼
土
地
／
阿
月
字
上
湯
原
５
０
８

番
２
８
／
宅
地
／
58
．
56
㎡

▼
土
地
／
阿
月
字
上
湯
原
５
３
７

番
５
／
宅
地
／
２
１
０
．
18
㎡

▼
土
地
／
阿
月
字
上
湯
原
５
３
７

番
１
２
／
山
林
／
11
㎡

▼
土
地
／
阿
月
字
妻
崎
５
４
１
番

１
３
／
宅
地
／
15
．
03
㎡

▼
右
記
の
合
計
面
積
（
造
成
さ
れ

た
一
体
利
用
の
土
地
）
／
２
９

４
．
77
㎡

○
入
札
日
時　

７
月
14
日
㈫
10
時

15
分
～
30
分
（
受
付
／
９
時
45

分
～
）

○
入
札
場
所　

市
役
所
４
階
４
０

１
会
議
室

○
入
札
条
件　

こ
の
公
売
不
動
産

の
関
係
者
は
買
い
受
け
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

○
売
却
決
定
及
び
買
受
代
金
の
納

付
期
限　

７
月
21
日
㈫

○
注
意
事
項　

詳
し
く
は

http://

w
w

w.city-yanai.jp/soshiki/8/

を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
現
地
下
見
会
／
７
月
７
日
㈫
13

時
～
15
時

▼
入
札
参
加
時
に
は
保
証
金
を
納

付
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
買
受
代
金
の
納
付
前
に
市
債
権

の
納
付
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
な

ど
、
公
売
が
中
止
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
入
札
参
加
者
は

必
ず
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
権
利
移
転
に
伴
う

費
用
は
、
買
受
人
の
負
担
と
な

り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

　

市
税
務
課

　

☎
�
２
１
１
１
内
線
132

18
歳
未
満
の
雇
用
に
つ
い
て　

　
　
　
　

事
業
者
が
18
歳
未
満
の
人
を
ア

ル
バ
イ
ト
と
し
て
雇
用
し
、
仕
事

を
さ
せ
る
と
き
に
は
、
労
働
基
準

法
等
に
よ
り
、
労
働
条
件
通
知
書

の
交
付
義
務
、
時
間
外
・
休
日
労

働
の
禁
止
な
ど
の
規
定
が
あ
り
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ　

　

山
口
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督

課

　

☎
０
８
３（
９
９
５
）０
３
７
０

６
月
は
﹁
外
国
人
労
働
者
問
題

啓
発
月
間
﹂で
す

外
国
人
労
働
者
の
雇
入
れ
・
離

職
の
際
に
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

の
届
出
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
適
切
な
雇
用
管
理
は
事

業
主
の
責
務
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

山
口
労
働
局
職
業
対
策
課

　

☎
０
８
３（
９
９
５
）０
３
８
３

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
柳
井

　

☎
�
２
６
６
１

福
祉
医
療
費
受
給
者
証（
重
度

心
身
障
害
者
用
）の
交
付
申
請

重
度
心
身
障
害
者
を
対
象
に
、

保
険
適
用
と
な
る
医
療
費
の
自
己

負
担
額
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

○
対
象　

①
ま
た
は
②
に
該
当
す

る
人（
本
人
の
所
得
要
件
あ
り
）

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級
・

療
育
手
帳
Ａ
・
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
１
級
の
い
ず
れ
か

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

②
国
民
年
金
法
施
行
令
別
表
１
級

程
度
の
障
害
を
有
す
る
人

○
必
要
書
類
等　

医
療
保
険
の
被

保
険
者
証
、
障
害
程
度
を
証
明

す
る
書
類（
手
帳
等
）、
印
鑑

※
平
成
27
年
１
月
２
日
以
降
に
転

入
し
た
人
は
、
１
月
１
日
現
在

の
住
所
地
発
行
の
平
成
27
年
度

所
得
課
税
証
明
書

○
申
請
手
続　

現
在
、
受
給
者
証

の
交
付
を
受
け
て
い
て
更
新
手

続
が
必
要
な
人
に
は
、
申
請
書

を
送
付
し
ま
す
。
６
月
30
日
㈫

ま
で
に
市
社
会
福
祉
課
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。（
期
限
後
は

随
時
受
け
付
け
ま
す
が
、
助
成

は
申
請
月
の
初
日
か
ら
で
す
）

※
過
去
に
所
得
制
限
と
な
っ
た
人

は
、
申
請
す
る
こ
と
で
、
平
成

26
年
中
の
所
得
に
よ
っ
て
再
審

査
し
ま
す
。　

URL
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離
島
漁
業
再
生
支
援
　
　
　
　

　
　
交
付
金
事
業
の
実
施
状
況

第
２
期
（
平
成
22
年
度
～
26
年

度
）
離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金

事
業
の
平
成
26
年
度
の
実
施
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
集
落
協
定
締
結
状
況

▼
集
落
協
定
締
結
数
／
１（
平
郡
）

▼
協
定
対
象
漁
業
世
帯
数
／
30

▼
交
付
金
交
付
額
／

　
　
　
　
　
　

４
，
０
８
０
千
円

○
漁
場
の
生
産
力
の
向
上
に
関
す

る
取
組

①
種
苗
放
流　

資
源
増
大
を
図
る

た
め
種
苗
放
流
を
実
施

　

マ
ダ
イ　
　

３
０
，
０
０
０
尾

　

キ
ジ
ハ
タ　

１
０
，
０
０
０
尾

　

ア
ワ
ビ　
　

２
０
，
０
０
０
個

②
海
岸
清
掃　

漁
場
の
環
境
整
備

の
た
め
海
岸
清
掃
を
実
施

　

東
地
区
・
西
地
区
各
２
日
間

　

参
加
者
延
べ
58
人

○
集
落
の
創
意
工
夫
を
活
か
し
た

取
組

①
船
に
機
器
を
設
置
し
漁
獲
物
の

鮮
度
保
持
を
図
り
ま
し
た

②
魚
食
推
進
の
た
め
の
料
理
の
創

作
・
提
供
の
取
組
に
つ
い
て
協

議
を
行
い
ま
し
た

●
問
い
合
わ
せ

　

農
林
水
産
課

　

☎
�
２
１
１
１
内
線
354

野
生
鳥
獣
か
ら　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

農
作
物
を
守
ろ
う

市
で
は
、
野
生
鳥
獣
か
ら
農
作

物
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
、
侵

入
防
止
柵
の
設
置
に
対
し
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

○
補
助
対
象　

電
気
柵
、
ト
タ
ン

壁
、金
網（
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
）

○
補
助
率　

▼
受
益
戸
数
１
戸
で
侵
入
防
止
柵

を
設
置
す
る
場
合
／
原
材
料
費

の
３
分
の
１
以
内
（
補
助
限
度

額
10
万
円
）

▼
隣
接
す
る
受
益
戸
数
２
戸
以
上

が
共
同
で
侵
入
防
止
柵
を
設
置

す
る
場
合
／
原
材
料
費
の
２
分

の
１
以
内
（
補
助
限
度
額
20
万

円
）

※
購
入
さ
れ
る
前
に
、
必
ず
農
林

水
産
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

農
林
水
産
課

　

☎
�
２
１
１
１
内
線
355

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

の
取
組
状
況

第
３
期
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
制
度
が
平
成
22
年
度
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
に
行
わ

れ
た
活
動
、
取
組
内
容
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
（
第
３
期
と
し
て
は

最
終
年
度
で
す
）。

○
集
落
に
お
け
る
取
組
状
況

①
農
業
生
産
活
動

　

農
地
を
適
正
に
管
理
し
、
農
作

業
の
受
委
託
、
鳥
獣
被
害
防
止

対
策
を
推
進
し
、
耕
作
放
棄
の

防
止
を
図
り
ま
し
た
。

②
水
路
・
農
道
等
の
管
理

　

共
同
取
組
活
動
と
し
て
、
草
刈

や
道
路
、
水
路
の
補
修
等
を
実

施
し
ま
し
た
。

③
多
面
的
機
能
を
増
進
す
る
活
動

　

多
く
の
集
落
で
、
菜
の
花
、
コ

ス
モ
ス
等
の
景
観
作
物
の
作
付

け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

④
生
産
性
・
収
益
の
向
上
、
担
い

手
の
定
着
な
ど
の
取
組

　

農
作
業
の
受
委
託
、
機
械
・
施

設
の
共
同
利
用
、
共
同
作
業
、

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
等
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ

　

農
林
水
産
課

　

☎
�
２
１
１
１
内
線
352

地
域
の
手
で
農
地
・　
　
　
　

　
　
　

農
業
用
施
設
を
守
ろ
う

～
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
～

農
地
や
農
業
用
施
設
な
ど
の
資

源
を
守
る
た
め
、
地
域
で
活
動
組

織
を
作
り
、
共
同
で
保
全
活
動
に

取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
交
付
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
内
容　

▼
農
地
維
持
支
払
交
付
金

　

水
路
の
泥
上
げ
や
道
路
の
草
刈

り
等
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

交
付
単
価
／

　

農
用
地
面
積
10
ア
ー
ル
あ
た
り

田
３
，
０
０
０
円

　

畑
２
，
０
０
０
円

▼
資
源
向
上
支
払
交
付
金（
農
業
振

興
地
域
内
の
農
用
地
の
み
交
付

対
象
）

①
水
路
、
農
道
の
軽
微
な
補
修
や

景
観
形
成
の
た
め
の
植
栽
な
ど

の
共
同
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

交
付
単
価
／

　

農
用
地
面
積
10
ア
ー
ル
あ
た
り

　

田
２
，
４
０
０
円

　

畑
１
，
４
４
０
円

②
水
路
の
更
新
な
ど
農
業
用
施
設

の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
の
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

　

交
付
単
価
／

　

農
用
地
面
積
10
ア
ー
ル
あ
た
り

　

田
４
，
４
０
０
円

　

畑
２
，
０
０
０
円

※
活
動
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
は

減
額
さ
れ
ま
す
。

○
活
動
の
手
順

▼
活
動
範
囲
を
決
め
活
動
組
織
を

作
る
。

▼
活
動
組
織
の
規
約
を
定
め
て
事

業
計
画（
原
則
５
年
間
）を
作
る
。

▼
市
へ
の
申
請
書
類
を
提
出
し
、

計
画
の
認
定
を
受
け
る
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

経
済
建
設
課

　

☎
�
２
１
１
１
内
線
374

柳井 日積 伊陸 余田 伊保庄 阿月 大畠 全体
集落協定を
締結している
集落数と参加者数（人）

集落協定数 2 18 20 3 3 1 4 51
参加者数 45 428 337 60 64 11 48 993
うち農業者 41 381 308 59 64 11 48 912
うち非農業者 4 47 29 1 0 0 0 81

地区別集落協定
面積（ha）

協定面積 22.0 152.9 231.8 31.1 51.6 7.2 22.2 518.8
うち田 21.1 149.0 228.8 31.0 51.2 7.2 14.5 502.8
うち畑 0.9 3.9 3.0 0.1 0.4 0.0 7.7 16.0

直接支払交付金の交付状況（千円） 2,258 22,405 23,981 4,199 6,728 925 3,498 63,994

この交付金は集落協定内の営農活動や農地のもつ多面的機能を維持するために活用されています。
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や
ま
ぐ
ち
森
林
づ
く
り
県
民
税
を

活
用
し
た
森
林
の
整
備

森
林
所
有
者
で
、
荒
廃
し
た
ス

ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
、
繁
茂
し

た
放
置
竹
林
等
で
お
困
り
の
人
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
森
林
機
能
回
復
事
業（
間
伐
）

　
　

長
期
間
放
置
さ
れ
荒
廃
し
て

い
る
36
年
生
以
上
の
ス
ギ
、
ヒ

ノ
キ
の
人
工
林

※
事
業
実
施
後
、
20
年
間
の
皆
伐

禁
止
等
の
制
約
が
あ
り
ま
す
。

■
繁
茂
竹
林
整
備
事
業（
伐
採
）

　
　

公
共
性
の
あ
る
身
近
な
生
活

の
場
等
で
、
放
置
さ
れ
繁
茂
拡

大
し
た
竹
林

※
事
業
実
施
後
、
９
年
間
の
転
用

禁
止
等
の
制
約
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

事
業
希
望
箇
所

が
多
数
の
場
合
は
、
県
岩
国
農

林
事
務
所
に
よ
り
箇
所
選
定
が

行
わ
れ
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

　

農
林
水
産
課

　

☎
�
２
１
１
１
内
線
355

戦
没
者
等
の
遺
族
へ
の 　
　
　

特
別
弔
慰
金（
第
10
回
）の
支
給

○
支
給
対
象　

平
成
27
年
４
月
１

日
時
点
に
、
公
務
扶
助
料
や
遺

族
年
金
等
を
受
け
る
人
が
い
な

い
場
合
に
、
戦
没
者
等
の
死
亡

当
時
の
ご
遺
族
の
う
ち
、
次
の

順
番
に
よ
る
先
順
位
一
人
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
平
成
27

年
４
月
１
日
以
降
に
遺
族
が
死

亡
し
た
場
合
、
そ
の
遺
族
の
相

続
人
が
特
別
弔
慰
金
の
請
求
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１
．
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を

取
得
し
た
人

２
．
戦
没
者
等
の
子

３
．
戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③

祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹
（
戦
没
者

等
と
生
計
関
係
の
有
無
、
婚
姻

に
よ
る
姓
の
変
更
等
に
よ
り
順

番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
）

４
．
上
記
１
か
ら
３
以
外
の
三
親

等
内
の
親
族
（
甥
、
姪
等
）（
戦

没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続

き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有

し
て
い
た
人
に
限
ら
れ
ま
す
）

○
支
給
内
容　

額
面
25
万
円
、
５

年
償
還
の
記
名
国
債

○
請
求
期
間　

平
成
30
年
４
月
２

日
ま
で
（
請
求
期
間
を
過
ぎ
る

と
時
効
と
な
り
、
第
10
回
特
別

弔
慰
金
を
受
け
る
権
利
が
消
滅

し
ま
す
）

○
説
明
会
日
程（
説
明
時
間
は
１
時

間
半
程
度
）

▼
６
月
30
日
㈫　

　

９
時
30
分
～
／
伊
陸
公
民
館

　

13
時
30
分
～
／
日
積
公
民
館

▼
７
月
７
日
㈫
９
時
30
分
～

　

／
伊
保
庄
公
民
館

▼
７
月
８
日
㈬
９
時
30
分
～

　

／
阿
月
公
民
館

▼
７
月
30
日
㈭　

　

10
時
30
分
～
／
平
郡
東
公
民
館

　

13
時
～
／
平
郡
西
集
会
所

▼
８
月
５
日
㈬　

　

９
時
30
分
～
／
新
庄
公
民
館

　

13
時
30
分
～
／
余
田
公
民
館

▼
８
月
20
日
㈭
13
時
30
分
～

　

／
大
畠
公
民
館

▼
８
月
28
日
㈮
14
時
～

　

／
市
役
所
３
階
３
０
１
会
議
室

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

説
明
会

へ
の
参
加
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

随
時
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　

市
社
会
福
祉
課

　

☎
�
２
１
１
１
内
線
183

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
相
談

い
じ
め
や
児
童
虐
待
な
ど
、
子

ど
も
を
め
ぐ
る
お
悩
み
が
あ
る
人

は
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

○
相
談
時
間　

平
日
８
時
30
分
～

17
時
15
分

※
強
化
週
間
（
６
月
22
日
㈪
～
28

日
㈰
）の
相
談
時
間

　

平
日
８
時
30
分
～
19
時
／
㈯
㈰

10
時
～
17
時

○
相
談
電
話
番
号

　

☎
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

●
問
い
合
わ
せ

　

山
口
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

山
口
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

　

☎
０
８
３（
９
２
２
）２
２
９
５

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
等

６
月
１
日
月
～
７
月
10
日
金

■
申
告
書
受
付
相
談
会

○
日
時　

６
月
30
日
㈫
10
時
～
15

時
○
場
所　

市
文
化
福
祉
会
館
３
階

集
会
室

●
問
い
合
わ
せ

　

山
口
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　

☎
０
８
３（
９
９
５
）０
３
６
６

岩
国
年
金
事
務
所
に
よ
る  　

   

年
金
相
談

○
日
時　

７
月
９
日
㈭
・
23
日
㈭

10
時
～
12
時
・
13
時
～
16
時

○
場
所　

市
役
所
３
階
大
会
議
室

※
８
月
13
日
㈭
、
27
日
㈭
の
年
金

相
談
の
予
約
は
、
７
月
１
日
㈬

か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

相
談
日

の
前
日
ま
で
に
、
電
話
で
岩
国

年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
先

着
順
・
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

　

☎
０
８
２
７
�
２
２
２
２

弁
護
士
に
よ
る　
　
　
　
　
　

無
料
法
律
相
談（
要
予
約
）

○
日
時　

７
月
16
日
㈭
９
時
30
分

～
12
時

○
場
所　

市
役
所
３
階
大
会
議
室

○
定
員　

８
人
（
市
民
対
象
・
定

員
に
な
り
次
第
締
切
）

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

７
月
１

日
㈬
８
時
30
分
か
ら
電
話
に
よ

り
先
着
順
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

市
民
生
活
課

　

☎
�
２
１
１
１
内
線
161

行
政
・
市
民
相
談　
　
　
　
　

　

  ○
日
時　

７
月
16
日
㈭
13
時
30
分

～
16
時（
受
付
15
時
30
分
ま
で
）

○
場
所　

市
役
所
３
階
大
会
議
室

○
内
容　

▼
行
政
相
談
／
行
政
相
談
委
員
に

よ
る
国
・
県
・
市
の
行
政
に
対

す
る
苦
情
や
要
望
の
相
談

▼
市
民
相
談
／
行
政
書
士
会
岩
国

支
部
柳
井
地
区
会
員
に
よ
る
官

公
署
手
続
、
書
類
作
成
等
に
つ

い
て
の
相
談

●
問
い
合
わ
せ

　

市
民
生
活
課

　

☎
�
２
１
１
１
内
線
161
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行
政
相
談         　
　
　
　
　
　

　
　

  

○
日
時　

７
月
16
日
㈭
13
時
30
分

～
16
時（
受
付
15
時
30
分
ま
で
）

○
場
所　

ふ
れ
あ
い
タ
ウ
ン
大
畠

○
内
容　

行
政
相
談
委
員
に
よ
る

国
・
県
・
市
の
行
政
に
対
す
る

苦
情
や
要
望
の
相
談

●
問
い
合
わ
せ

　

大
畠
出
張
所

　

☎
�
２
２
１
１

ヨ
ガ
と
ラ
ン
チ
イ
ベ
ン
ト 　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
要
申
込
） 

ヨ
ガ
と
ラ
ン
チ
で
暑
さ
を
乗
り

切
り
ま
し
ょ
う
。
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
と
ジ
ュ
ニ
ア
野
菜
ソ
ム

リ
エ
が
指
導
し
ま
す
。

○
日
時
／
内
容　

６
月
26
日
㈮

▼
10
時
30
分
～
／
ヨ
ガ

▼
11
時
30
分
～
／
ラ
ン
チ

○
場
所　

市
文
化
福
祉
会
館
大
会

議
室
・
調
理
室

○
定
員　

35
人（
先
着
順
）

○
参
加
費　

１
，
５
０
０
円（
レ
シ

ピ
付
）、
ヨ
ガ
の
み
５
０
０
円

○
申
込　

６
月
16
日
㈫
～

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

▼
バ
タ
フ
ラ
イ
ア
リ
ー
ナ

　

☎
�
０
８
３
０

▼
市
文
化
福
祉
会
館

　

☎
�
０
６
８
０

し
ら
か
べ
学
遊
館　
　
　
　
　

　
　
　
　

放
課
後
子
ど
も
教
室

■
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
隊﹁
手
品
名
人
に

な
ろ
う
﹂

○
日
時　

７
月
４
日
㈯
13
時
30
分

～
15
時
30
分

○
場
所　

柳
井
市

理
科
研
究
所

○
内
容　

簡
単
な

手
品
を
学
び
、

楽
し
み
、
手
品

の
名
人
を
め
ざ

す
○
対
象
・
定
員　

小
学
生
15
人（
先

着
順
）

○
料
金　

３
０
０
円
（
手
品
材
料

費
・
保
険
代
）

○
申
込
期
限　

６
月
26
日
㈮

■
昔
の
遊
び
伝
え
隊﹁
昔
の
遊
び
を

楽
し
も
う
﹂

○
日
時　

７
月
18
日
㈯
９
時
30
分

～
11
時
30
分

○
場
所　

阿
月
公
民
館

○
内
容　

地
域
の
皆
さ
ん
と
昔
の

遊
び
を
楽
し
む

○
対
象
・
定
員　

小
学
生
15
人（
先

着
順
）

○
料
金　

25
円（
保
険
代
）

○
申
込
期
限　

７
月
10
日
㈮

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

各
申
込

期
限
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

　

し
ら
か
べ
学
遊
館

　

☎
�
４
５
１
８

狩
猟
免
許
の
更
新
お
よ
び　
　

　
　
　
　
　
　

試
験
・
講
習
会

■
狩
猟
免
許
更
新
講
習
会

○
日
時
／
場
所（
各
13
時
30
分
～
）

▼
７
月
７
日
㈫
／
大
島
文
化
セ
ン

タ
ー

▼
７
月
９
日
㈭
／
周
東
町
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム　

▼
７
月
14
日
㈫
・
15
日
㈬
／
山
口

県
岩
国
総
合
庁
舎

▼
７
月
17
日
㈮
／
山
口
県
柳
井
総

合
庁
舎　

○
手
数
料　

２
，
９
０
０
円

○
申
込
期
限　

各
実
施
日
の
７
日

前
ま
で

■
狩
猟
免
許
試
験

○
日
時
／
場
所（
各
９
時
～
16
時
）

▼
７
月
５
日
㈰
／
岩
国
市
地
方
卸

売
市
場

▼
８
月
９
日
㈰
／
下
松
市
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー

※
７
月
以
降
、
山
口
、
防
府
で
も

別
日
程
で
開
催

○
手
数
料　

５
，
２
０
０
円

○
申
込
期
限　

実
施
日
の
９
日
前

ま
で

■
狩
猟
免
許
取
得
等
経
費
の
助
成

制
度

県
で
は
、
わ
な
猟
免
許
と
第
１

種
銃
猟
免
許
の
新
規
取
得
者
に
対

し
助
成
し
て
い
ま
す
。

○
助
成
金
額　

▼
わ
な
猟
免
許
／

　
　
　
　
　
　

１
５
，
０
０
０
円

▼
第
１
種
銃
猟
免
許
／

　
　
　
　
　
　

６
７
，
０
０
０
円

※
新
規
に
免
許
を
取
得
し
、
そ
の

年
度
内
に
狩
猟
者
登
録
を
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

申
込
期

限
ま
で
に
岩
国
農
林
事
務
所
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
申

請
書
は
柳
井
農
林
事
務
所
で
も

入
手
可
）

　

〒
７
４
０
︲
０
０
１
６　

　

岩
国
市
三
笠
町
１
︲
１
︲
１

　

☎
０
８
２
７
�
１
５
６
７

■
狩
猟
免
許
講
習
会

○
日
時
／
場
所　

各
会
場
の
試
験

日
前
日
／
９
時
30
分
～
15
時
30

分
終
了
予
定

○
手
数
料　

▼
新
規　

５
，
０
０
０
円

▼
会
員　

３
，
０
０
０
円

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

県
猟
友
会

　

☎
０
８
３（
９
２
４
）３
５
１
７

看
護
職
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
研
修
／

第
Ⅱ
・
Ⅲ
期（
無
料
・
要
申
込
） 

看
護
の
職
場
へ
の
復
帰
を
目
指

し
、
技
術
を
再
確
認
し
た
い
人
を

対
象
と
し
た
研
修
で
す
。

○
研
修
期
間

▼
第
Ⅱ
期
／
７
～
９
月
の
間
の
５

日
間

▼
第
Ⅲ
期
／
10
～
12
月
の
間
の
５

日
間

○
研
修
場
所　

県
内
の
協
力
病
院

○
対
象　

未
就
業
の
看
護
職

○
内
容　

看
護
に
関
す
る
講
義
・

演
習
・
見
学
実
習

○
申
込
期
間　

▼
第
Ⅱ
期
／
６
月
20
日
㈯
ま
で

▼
第
Ⅲ
期
／
７
月
１
日
㈬
～
９
月

17
日
㈭

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

山
口
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
３
５
�
５
７
９
１

リ
エ
が
指
導
し
ま
す
。
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お
は
な
し
の
会（
無
料
）　　
　

　
　
　
　

■
柳
井
図
書
館（
再
掲
）

○
日
時
・
内
容

　

６
月
27
日
㈯

▼
乳
幼
児
向
け
（
お
は
な
し
バ
ス

ケ
ッ
ト
）

 

13
時
30
分
～
14
時
10
分

　

人
形
劇﹁
３
び
き
の
く
ま
﹂ 

▼
幼
児
・
児
童
向
け
（
お
は
な
し

の
会
）

 

14
時
30
分
～
15
時
30
分

　

人
形
劇
﹁
９
ひ
き
の
く
ま
、
あ

つ
ま
れ
！
﹂

○
場
所　

柳
井
図
書
館
２
階
視
聴

覚
室 

○
出
演

　

人
形
劇
サ
ー
ク
ル
ぶ
れ
ー
め
ん 

●
問
い
合
わ
せ　

　

柳
井
図
書
館

　

☎
�
０
６
２
８

お
い
で
ま
せ
山
口
！   　
　
　

  

Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
説
明
会  　

　

  　
　
　
　
　

   （
申
込
不
要
）

山
口
県
内
へ
の
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン

就
職
を
希
望
す
る
人
を
対
象
と
し

た
就
職
説
明
会
で
す
。

○
日
時
／
場
所

▼
７
月
11
日
㈯
10
時
～
16
時

　
　
　
　
　

／
広
島
国
際
会
議
場

▼
７
月
18
日
㈯
13
時
～
16
時

　
　
　
　
　

／
西
鉄
イ
ン
福
岡

○
実
施
方
法　

参
加
企
業
の
個
別

ブ
ー
ス
で
の
個
別
面
談 

●
問
い
合
わ
せ

　

や
ま
ぐ
ち
暮
ら
し
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー

　

☎
０
８
３（
９
７
６
）０
２
７
７

　

http://w
w

w
.joby.jp/uturn/

市
営
住
宅
空
家
の
入
居
者　
　

　
○
住
宅
名　

琴
風
・
迫
田
・
高
須
・

新
庄
北
・
瀬
戸
・
串
の
下
・
本

町

○
申
込
期
限　

６
月
11
日
㈭
～
30

日
㈫
の
執
務
時
間
内
（
郵
送
の

場
合
、
同
期
間
の
消
印
有
効
）

○
注
意
事
項　

▼
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に

な
り
ま
す
。

▼
単
身
者
の
申
込
が
可
能
な
住
宅

も
あ
り
ま
す
。

▼
同
一
の
募
集
住
宅
・
住
戸
タ
イ

プ
が
２
戸
以
上
あ
る
場
合
、
高

齢
者
世
帯
等
の
み
で
抽
選
す
る

﹃
優
先
枠
﹄を
設
け
ま
す
。

▼
原
則
、
公
営
住
宅
に
お
住
ま
い

の
人
は
申
込
で
き
ま
せ
ん
。

▼
入
居
資
格
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

所
定
の

申
込
書
に
52
円
切
手
２
枚
を
貼

り
付
け
て
期
間
内
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

　

〒
７
４
２
︲
８
７
１
４
（
住
所

記
載
不
要
）

　

土
木
建
築
課

　

☎
�
２
１
１
１
内
線
236

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好

親
善
事
業
参
加
者

亡
き
父
等
の
眠
る
旧
戦
域
に
赴

き
慰
霊
を
追
悼
し
、
現
地
の
人
々

と
の
友
好
親
善
も
行
い
ま
す
。（
厚

生
労
働
省
補
助
事
業
）

○
対
象
者　

戦
没
者
遺
児

○
参
加
費　

10
万
円
（
集
合
場
所

へ
の
交
通
費
、
渡
航
手
続
手
数

料
等
の
別
途
負
担
有
）

○
主
な
地
域（
各
々
日
程
あ
り
）

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

中
国
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
旧
ソ

連
、
ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ
諸
島

他
●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
（
一
財
）日
本
遺
族
会
事
務
局

　

☎
０
３（
３
２
６
１
）５
５
２
１

平
成
27
年
度　
　
　
　
　
　
　

　
　

自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験

○
試
験
日　

７
月
４
日
㈯

○
試
験
科
目　

筆
記
試
験
、
口
述

試
験
、
適
性
検
査
、
身
体
検
査

○
対
象　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

日
本
国
籍
を
有
す
る
男
子

○
入
隊
時
期　

平
成
27
年
８
～
９

月
○
募
集
期
限　

６
月
30
日
㈫

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
柳

井
地
域
事
務
所　

　

☎
�
８
１
９
９

こどもを病気から守ろう（講演会）
～こどもの予防接種、健康診査、病気について～

先生との質疑の時間もあります。
日頃の悩みや不安を相談してみましょう。

○日時　７月２日（木）１３時３０分～１５時

○場所　市役所３階大会議室

○講師　キャプテンキッズクリニック
　　　　近

こ ん

藤
ど う

　穂
ほ

積
づ み

　先生

○対象　妊婦さん、０歳～就学前のお子さんを
もつ保護者

※お子さんと一緒に参加できますが、託児は
ありません。

○申込締切　６月２６日（金）

○申込・問い合わせ
　市保健センター　☎�１１９０

無　料
要申込

URL
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試　

験

工　

事

12

市
職
員
採
用
試
験︵
再
掲
︶　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

○
職
種
／
採
用
予
定
人
員

　

上
級
行
政
職
／
５
人
程
度

　

上
級
土
木
技
術
職
／
２
人
程
度

　

保
育
士
／
１
人
程
度

○
受
験
資
格

▼
上
級
行
政
職
・
上
級
土
木
技
術

職
／
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人

①
昭
和
61
年
４
月
２
日
～
平
成
６

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

②
平
成
６
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
大
学
卒
業
者
（
平
成
28

年
３
月
末
ま
で
の
卒
業
見
込
者

含
む
）

▼
保
育
士
／
昭
和
61
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
８
年
４
月
１
日
生
ま

れ
で
、
保
育
士
資
格
を
有
す
る

（
平
成
28
年
３
月
末
ま
で
の
取

得
見
込
者
含
む
）人

○
試
験
日
時

▼
第
１
次
試
験
／

　

７
月
26
日
㈰ 

10
時
～
16
時

　

教
養
試
験
・
専
門
試
験
・
適
性

検
査

▼
第
２
次
試
験
／
９
月
上
旬
（
予

定
）

○
試
験
会
場　

市
役
所

○
採
用　

平
成
28
年
４
月
１
日
以

降
○
受
付
手
続　

所
定
の
受
験
申
込

書
を
総
務
課（
請
求
も
同
じ
）に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
受
験
申
込
書
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷
で

き
ま
す
。

○
受
付
期
間　

６
月
26
日
㈮
ま
で 

の
市
役
所
執
務
時
間
内

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課

　

☎
２
１
１
１
内
線
433

水道工事に伴う交通規制（６月下旬から）

期間中は交通規制等を行います。ご迷惑をおかけし
ますが、ご理解、ご協力をお願いします。

■遠崎地区連絡管布設工事

　上水道と簡易水道を統合するための工事です。

○工事期間／規制時間帯　６月下旬～ 11 月下旬／８時
30 分～ 17 時（国道部は９時～ 16 時）

○規制内容　片側交互通行・通行止め（歩行者通行可能）

■伊保庄・阿月配水管布設工事

　上水道と簡易水道を統合するための工事です。

○工事期間／規制時間帯　６月下旬～ 11 月上旬／８時
30 分～ 17 時

○規制内容　片側交互通行

■沖原地区配水管布設替工事

　古くなった水道管を更新する工事です。

○工事期間／規制時間帯　６月下旬～平成 28 年２月上
旬／８時 30 分～ 17 時（市道法師田線９時～ 16 時）

○規制内容　片側交互通行・通行止め（歩行者通行可能）

●問い合わせ
　水道課　☎�２１１１内線６５０・６５２

至：大畠駅至：柳井港駅

国道188号

長命寺

月性展示館駐車場

旧遠崎小学校

グラウンド
P

遠崎学習等
供用会館

遠崎漁港

工事区間
境川

至：阿月

至：柳井市街

新旭橋

長命寺

月性展示館駐車場

旧遠崎小学校

グラウンド
P

遠崎学習等
供用会館

遠崎漁港

土穂石川

至：旭ヶ丘

工事区間

至：田布施駅 至：柳井駅

国道188号

コンビニエンス
ストア

月性展示館駐車場

旧遠崎小学校

グラウンド
P

遠崎学習等
供用会館

遠崎漁港

新庄北
県営住宅

市営
新庄北住宅

クリーニング店

下沖原地区
団地内 工事区間

人口と世帯
（５月３１日現在）

人口３３，５３７人
（前月比２５人減）

男性１５，５９５人
女性１７，９４２人
１５，８５０世帯

広報番組 「柳井市政だより」放映中
㈱周防ケーブルネットコミュニティチャ
ンネルで放映しています。

○時間　10 時・15時 30分・18時・22時
○内容　結核・がん検診のお知らせ	ほか

●問い合わせ
　政策企画課　☎�2111内線４７１
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　山口県 LP ガス協会柳井支部（古
ふ る

谷
た に

征
ま さ

美
み

支部長：
前列右）は、災害時にＬＰガスで電力の供給ができ
る発電機一式を、市に寄贈されました。同協会柳井
支部と市は、昨年９月、災害時の物資供給に関する
協定を締結し、災害に備えています。

ＬＰガス発電機を寄贈5/26

　柳井西中学校２年生４５人と校区内の婦人会の皆
さんが、江戸時代に築かれた「長溝」を踏査しました。
黒杭川上流ダム堤体の直下に移設された取水口で、
長溝水利組合・岡村啓一郎組合長から説明を受け、
生徒たちは先人の偉業を偲んでいました。

先人の偉業「長溝」を見学5/28

　臨時団体列車として運行されている豪華特急「トワイ
ライトエクスプレス」が JR 柳井駅に停車。約２時間の
停車時間を利用して、観光ボランティアの皆さんが白壁
の町並みなどを案内しました。同列車は６月の毎週月曜
日と７月１３、２０日の１６時ごろ柳井駅に停車します。

トワイライトエクスプレス停車 - 観光を PR6/ 1

　柳西地区の８自治会による三世代交流運動会が
柳井中学校グラウンドで開催されました。「ふれあ
い、親切、健康」をスローガンに、子供から大人
まで約５００人が参加。晴天のもとジャンボ縄跳び
や綱引き、玉入れ、リレーなどで競い合いました。

柳西地区親睦大運動会5/17

　春の全国交通安全運動に合わせて、自動車パレー
ドが開催されました。柳井警察署での出発式では、
放光保育園園児の鼓隊が披露され、パレード車両を
送り出しました。パレードには白バイを先頭に２２
台の車両が参加し、交通安全を呼びかけました。

交通安全を呼びかけ自動車パレード5/18
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保存版

　　　　　 ～毎年 6月は「食育月間」、毎月 19日は「食育の日」～

朝食 をきちんと食べる習慣をつけましょう！
毎日、いきいきとした 1 日を過ごすためには、早寝、早起きをして生活のリズムを整え、まずは朝ごはん
を食べることが大切です。そして食事内容も偏らないように見直してみましょう。

◆健康をつくる朝のバランス食 ～主食＋主菜＋副菜が理想的な組み合わせです。
主食 主菜 副菜

主な食品 ご飯、パン 卵、大豆製品、肉、魚	 野菜

主な栄養素 炭水化物 たんぱく質 ビタミン、ミネラル、食物繊維

はたらき 体を動かしたり、脳のエネル
ギー源になる。

体温をあげて活動しやすくなる。
血や肉をつくる。

体の調子をよくする。
排便を促す。

食べる時間がない人
まず食べる時間をつくる工夫をしましょう。
①夜更かしをしない
　少しずつ朝型生活に切り替える。
②今より２０分早く起きる
　少し早く起きて、朝食を食べる時間をつくる。

朝は食欲がない人
おいしく食べられるように体の状態を整えましょう。
①夜食を食べない
　寝る前に食べてしまうと、翌朝は胃がもたれて

食欲がわきません。
②夕食を食べ過ぎない、飲み過ぎない
　夕食を少し軽めにすると、朝は適度な空腹感が

あり、おいしく食べることができます。
③夕食が遅くなるときは、少し軽めに食べる
　普段より量を控え目にし、揚げ物や肉料理など

の高カロリーな料理は食べない。

朝食を準備する時間がない人
準備に時間がかからない工夫をしましょう。
①すぐに食べられるものを購入しておく
　パンや牛乳、ヨーグルトやバナナ、野菜ジュー

スなど、すぐに食べられるものを買い置きする。
②作り置きする
　夕食を作るときに、朝食の分も少し多めに作る。
　休日に作り置きして冷凍保存をする。
③前日に下ごしらえをする
　寝るまでに朝食のメニューを考えて、野菜を切

るなどの下ごしらえをしておく。肉や魚は下味
をつけて、朝は焼くだけにする。

　柳井市健康づくり計画
　　「おいしい たのしい 元気やない」�

参加賞
副賞有

「おいしい たのしい 元気やない」
料理コンクール

　朝の目覚めがよくなる、簡単朝食
メニューを募集。家族で朝食につい
て考え、ふれあう機会としてみませ
んか。

○テーマ
　「１日の元気は朝食から～簡単朝食メニュー」
　忙しい朝でも簡単に作れるオリジナルの一品
　（主食・主菜・副菜を問いません）

○対象　柳井市在住または在校の小学４年生か
ら高校生（グループでの参加も可）

○申込方法　市保健センター備付の応募用紙で、
７月１３日（月）までに申し込んでください。
※市内の学校へ通学している人には、学校から
応募用紙が配布されます。

○申込先　市保健センター、市内各小中学校

●申込・問い合わせ
　市保健センター　☎�１１９０
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■
梅
雨
期
の
災
害
に
備
え
て

山
口
県
で
は
６
～
７
月
頃
が
梅
雨
の
時
期
に
あ
た

り
ま
す
。
梅
雨
時
期
に
備
え
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
災
害
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

【
平
素
の
心
が
け
】

○
家
庭
で
災
害
発
生
時
の
役
割
分
担
、
集
合
場
所
、

避
難
場
所
や
避
難
ル
ー
ト
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

○
非
常
持
出
品
を
準
備
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

【
大
雨
が
降
り
出
し
た
ら
】

○
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
活
用

し
、
最
新
の
気
象
情
報
を
入
手
し
ま
し
ょ
う
。

○
強
い
雨
が
長
時
間
降
り
続
く
と
き
は
、
避
難
の
準

備
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
山
鳴
り
や
、
川
の
水
が
濁
る
な
ど
危
険
サ
イ
ン
を

見
逃
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
避
難
す
る
際
に
】

○
水
の
深
さ
が
腰
ま
で
あ
る
と
き
は
、
高
い
と
こ
ろ

で
救
助
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

○
身
体
の
不
自
由
な
人
、
お
年
寄
り
、
小
さ
な
お
子

さ
ん
か
ら
目
を
離
さ
ず
、
安
全
な
誘
導
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

○
運
動
靴
を
履
き
、
荷
物
は
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
等
に

入
れ
背
負
う
な
ど
両
手
が
使
え
る
状
態
に
し
ま

し
ょ
う
。

○	

警
察
や
市
町
等
の
避
難
指
示
に
従
い
ま
し
ょ
う
。

振
り
込
め
詐
欺
等
特
殊
詐
欺
に
ご
用
心

　

振
り
込
め
詐
欺
被
害
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

○
レ
タ
ー
パ
ッ
ク

○
ゆ
う
パ
ッ
ク

○
宅
配
便

で
現
金
を
送
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

指
示
さ
れ
た
ら
詐
欺
で
す
。

す
ぐ
に
相
手
の
要
求
に
応
じ
る
こ
と
な
く
、
必
ず
家

族
、
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

○：両館とも所蔵

■休館日
 ・毎週 月

▼柳井図書館
 ・祝日の翌日
 ・月末整理日 6/30 火

▼大畠図書館
 ・祝日

君は君　ぼくはぼく　光る個性が　きっとある

■
一
般
書（
柳
井
図
書
館
）

太
宰
治
の
辞
書
・・
・
・
・
・
・
・
・
・

北き
た

村む
ら　
　

薫
か
お
る

鬼
談
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

京き
ょ
う

極ご
く　

夏な
つ

彦ひ
こ

願
か
け
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

佐さ

伯え
き　

泰や
す

英ひ
で

冤え
ん

罪ざ
い

凶き
ょ
う

状じ
ょ
う

・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

澤さ
わ

田だ

ふ
じ
子こ

樹
海
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

鈴す
ず

木き　

光こ
う

司じ

お
葬
式
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

遠と
お

田だ　

潤
じ
ゅ
ん

子こ

モ
ダ
ン
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

原は
ら

田だ　

マ
ハ

手
の
ひ
ら
の
幻げ

ん

獣じ
ゅ
う

・・
・
・
・
・
・
・
・

三み

崎さ
き　

亜あ

記き

ナ
イ
ル
パ
ー
チ
の
女
子
会
・・
・
・
・
・

柚ゆ
ず

木き　

麻あ
さ

子こ  

く
ら
べ
て
わ
か
る
淡
水
魚
・・
・
・
・
・

佐さ

藤と
う　

憲け
ん

治じ 

夜よ
る

遅お
そ

や
せ
ご
は
ん
・・
・
・
・
・
・
・
・

岩い
わ

間ま　

範の
り

子こ 

は
じ
め
て
の
油
絵
・・
・
・
・
・
・
・
・

金か
ね

子こ　
　

享
と
お
る

■
一
般
書（
大
畠
図
書
館
）

乙
女
の
家　

・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

朝あ
さ

倉く
ら

か
す
み

幸
せ
嫌
い
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

平た
い
ら　

安あ

寿す

子こ

高
速
の
罠
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

堂ど
う

場ば　

瞬
し
ゅ
ん

一い
ち 

あ
い　

永
遠
に
在
り
・・
・
・
・
・
・
・

高た
か

田だ　
　

郁
か
お
る

精
鋭
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

今こ
ん

野の　
　

敏び
ん

■
児
童
書（
柳
井
図
書
館
）

ア
レ
ハ
ン
ド
ロ
の
大
旅
行
・・
・
・
・

き
た
む
ら
え
り

ヒ
ト
ニ
ツ
イ
テ
・・
・
・
・
・
・
・
・
・

五ご

味み　

太た

郎ろ
う

や
さ
し
さ
と
お
も
い
や
り
・・
・
・
・
・

宮み
や

西に
し　

達た
つ

也や

え
ん
ぴ
つ
太
郎
の
ぼ
う
け
ん
・・
・
・
・

佐さ

藤と
う

さ
と
る

ア
リ
と
く
ら
す
む
し
・・
・
・
・
・
・
・

島し
ま

田だ　

た
く

■
国
の
機
関
を
名
乗
る
相
手
か
ら
、
不
審
な
調
査
用

紙
が
届
き
ま
し
た

　

国
勢
調
査
は
５
年
に
１
度
の
人
口
や
世
帯
数
に
関

す
る
大
規
模
な
調
査
で
、
今
年
は
実
施
年
に
あ
た
り

ま
す
。
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
る
年
に
は
、
国
の
機
関

を
か
た
っ
て
個
人
情
報
を
集
め
よ
う
と
す
る
、
い
わ
ゆ

る「
か
た
り
調
査
」が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
「
か
た
り
調
査
」
と
は
、
国
勢
調
査
な
ど
、
行
政
機

関
が
行
う
統
計
調
査
で
あ
る
か
の
よ
う
な
紛
ら
わ
し

い
表
示
や
説
明
を
し
て
、
個
人
情
報
な
ど
の
重
要
な

情
報
を
だ
ま
し
と
る
行
為
の
こ
と
で
す
。
手
口
は
、

訪
問
・
電
話
・
メ
ー
ル
・
書
類
の
郵
送
な
ど
様
々
で
す
。

最
近
は
、「
株
な
ど
の
金
融
商
品
に
興
味
が
あ
る
か
」

「
日
中
は
ひ
と
り
暮
ら
し
か
」
な
ど
、
詐
欺
や
犯
罪
に

悪
用
さ
れ
か
ね
な
い
情
報
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
手

口
が
目
立
ち
ま
す
。

　

国
勢
調
査
の
場
合
、
調
査
員
は
常
に
総
務
省
統
計

局
が
発
行
し
た
「
調
査
員
証
」
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

調
査
員
が
身
分
証
を
提
示
し
な
い
場
合
は
、
か
た
り

調
査
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
「
か
た
り
調
査
」
が
疑
わ
れ
る
訪
問
・
電
話
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
�
２
１
２
５（
㈪
～
㈮
８
時
30
分
～
17
時
）

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
３（
９
２
４
）０
９
９
９

消
費
者
相
談
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☎
０
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�
２
１
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内
線
４
７
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メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　
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city.yanai.lg.jp 

広
報
や
な
い
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

住
所　

〒
７
４
２
︲
８
７
１
４
山
口
県
柳
井
市
南
町
一
丁
目
１０
番
２
号 

広
報
や
な
い
等
で
市
が
収
集
し
た
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
柳
井
市
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
い
て
適
正
に
取
り
扱
い
ま
す
。
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◆花の共演　26㊎～28㊐
　（果子乃季あじさい祭り連携イベント）

▼会場間無料シャトルバス運行

▼スタンプラリー
　スタンプを集めて花苗かお菓子と交換

▼お買い物抽選会

▼インテリアグリーンづくり体験
　27�・28㊐

◆初夏の山野草展　26㊎～28㊐

サルビア・ファリナセア
　シソ科　１年草　観賞期：５月～１０月
『ブルーサルビア』とも呼ばれるように、美しい
青紫の花を長期間咲かせます。花だけでなく花茎
も青紫に染まり、夏の花壇を涼しげな雰囲気にし
てくれます。フラワーランドでは、フラワーガーデ
ンに約 3,000 本を植栽しています。

表
紙
写
真
の
説
明

　

25
年
に
一
度
開

催
さ
れ
る
阿
月
・

相
浦
賀
茂
神
社
御

式
年
祭
で
若
衆
が

﹁
上じ

ょ
う

下げ

﹂
を
披
露

す
る
様
子
で
す
。

威
勢
の
い
い
掛
け

声
が
、
日
頃
は
静

か
な
相
の
浦
集
落

に
響
き
渡
り
ま
し

た
。
こ
の
日
は
小

雨
の
中
、
長
持
上

下
や
子
供
神
輿
、

稚
児
行
列
な
ど
も

地
区
内
を
練
り
歩

き
伝
統
あ
る
祭
り

を
祝
い
ま
し
た
。

編
集
後
記

　

衣
替
え
の
季
節

で
す
。
近
頃
は
、

男
性
が
七
～
九
分

の
絶
妙
な
丈
の
ズ

ボ
ン
を
は
い
て
い

る
姿
を
見
か
け
ま

す
。
涼
し
げ
な
の

で
す
が
、
私
自
身

は
、
全
く
着
こ
な

せ
る
気
が
し
ま
せ

ん
。（
三
浦
）

「広報やない」の音訳版と点訳（抜粋）の作成をしています。●問い合わせ　音訳しらかべの会　☎�０１７２（粟屋）
「音訳しらかべの会」の皆さんによる「声の広報（音訳版広報）」を発行後１週間程度で市ホームページに掲載しています。

       ギャラリー展示  　　開館 9時～ 17 時 　
　　（毎週火曜日休館）　

～ 6/15 月
　『やまぐち幕末 ISHIN 祭』移動パネル展

6/24 ⺢～ 6/29 月
　第７回デジカメマスター塾受講修了者写真展

●問い合わせ　やない西蔵  ☎�２４９０

休日夜間応急診療所（☎�９００１）
受付は診療終了時間の 30 分前まで／土曜日休診
■休日昼間： ９時～１２時・１３時～１７時
■平日夜間：１９時～２２時

　県小児救急医療電話相談（１９時～翌朝８時）
☎０８３（９２１）２７５５（携帯電話からは☎＃８０００）

☎�１１８７

イベントガイド

広報やない６月１１日号の主な内容
災害から身を守るために　　　　　 　　　  ２　　　    市政だより　　　　　　　　　　　　   ６
ご存知ですか　平郡島おこし協力隊　　 　   ４　　　　 柳井市健康づくり計画　　　　　　　 １４

◀
神
社
へ
の
階
段
を
上
る
稚
児
行
列
の
子
ど
も
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
（
相
浦
賀
茂
神
社	

御
式
年
祭	

・
５
月
３
日
㈰
）


